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教育の責任 

 私は学科の専門教育において、古脊椎動物学分野の講義および実習を担当している。この分

野を志す学生の多くは古生物に強い関心を抱いており、生物進化に関する体系的な学びの機会

を充実させることで、教育効果の向上が期待できる。講義や実習では、斉一説的な視点を基盤

に据え、現生生物から得られる最新の知見を古生物学に積極的に取り入れながら、脊椎動物の

マクロ進化を総合的に教育することを重視している。これにより、学生は絶滅群を含めた生物

進化と地球環境の変遷を的確に理解し、自ら研究を進める力を養うことができる。最終的には、

こうした知識・経験・技術を基盤として、将来、社会の多様な分野で活躍できる人材の育成を

目指している。 

教育の理念 

 専門科目で紹介する内容の中には、身近な自然の中でも確認できるものが少なくない。学生

諸君には、本学で得た知識や経験を土台として、与えられたことを理解するだけでなく、自ら

考えて理解を深め、さらに自ら問題を設定し、それを解決する能力を育んでいただきたい。卒

業後には、そうして養った力を通じて、人生をより豊かにしていってほしい。  

教育の方法・方針 

 私は教育において、実物標本を可能な限り用い、実際に手に取って観察する体験を重視する

ことで、教科書だけでは得られない実感的な理解を促すよう心がけている。また、標本や生物

の生態・行動、自然現象を伝える際には、写真や映像を積極的に活用し、視覚的・感覚的な印

象を通じて学びを深める工夫を行っている。さらに、学修に有用な資料（講義スライド等）の

配布や最新の書籍の紹介を積極的に行い、これらを出発点として学生が主体的に学びを広げる

意欲を引き出すことを重視している。実習においては、学生の特性や進度に応じて内容を柔軟

に調整し、基礎的な技術の習得に加えて、個々の関心や適性に応じた専門的技能の向上を図る

機会を提供している。加えて最近では、デジタルデバイスを用いたデータ解析の実例を積極的

に導入し、現代的な研究手法を習得させることで、「古生物学とデジタル技術を架橋できる人材」

の育成を目指している。 

教育の成果 

 講義や実習では、受講生は紹介した実物標本や、私の研究活動の中で撮影した映像に強い関

心を示し、実際に標本を手に取って観察したり、学生同士で議論を始めたり、担当教員に積極

的に質問を投げかけてくれるようになった。さらに、より高度な知識や方法・技術を習得する



ために、放課後に指導を求めてくる学生も少なくない。これらの反応は、具体的な情報の提示

が学生の好奇心や学習意欲の向上に役立っているものと考えられる。実際に、こうした教育を

通して、卒業研究や修士研究で学生それぞれが研究を発展させ、専門性の高い職業（環境系や

教育普及、環境系）就くようなケースも増えてきている。 

 

今後の目標 

今後は特に実習において、社会から強く要請されているデジタル人材の育成の観点に基づいた

コンテンツの開発・改善を行う予定である。具体的には、適切な目的の設定に基づく３D スキ

ャナーやマイクロ CT 装置を用いたデータ作成と、３D イメージの活用が考えられる。 
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